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▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段階で、表記・表現

等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告書に掲載するため活動の内容が

よくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．申請事業の名称 
 青年よ、旅に出よ ～コロナ禍で失った青春を取り戻せ～ 

２．自立援助ホームの概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入くださ

い。会員数など。１８０文字程度まで） 
 
 
 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 
コロナ禍で失われた旅行の機会を提供し、青年期にあり多感な入居者に感受性の涵養をサポートし、また、自分の希望を

実現するために計画段階から自身で主体的に取り組む経験を積むことで自己決定、自己実現の練習の場とすることを目指

しました。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 
成育歴やコロナ禍という社会事情から旅行経験に乏しい入居者に、主体的な旅行をする機会の提供を行いました。一人当

たりおよそ５万円の予算内で、各自の行きたい旅行先、やりたい事や目的、実施時期を考えてもらい、そのための交通手

段、宿泊先、費用等を全般的に計画してもらいました。その計画の実現可能性や安全性などを職員とともに吟味したうえで、

計画を実行しました。予算内で自分の希望を最大限実現するための試行錯誤を踏んでもらうことができました。 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生まれた直接的な変

化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 
熱海海上花火大会をホテルの部屋から観たいと、数か月前からホテルを押さえ鑑賞してきた者（2名）、法人支援者のご厚

意で銚子にある別荘をお借りし、磯遊び、採れたての海鮮、灯台散歩を楽しんだ者（3名）、京都に友人を訪ね、一緒に観光

し、大阪USJまで足を延ばした者（1名）、ホームの皆でスキー旅行をしたいと、休み調整を相談し、新幹線スキーパックを

利用した者（5名、職員2名）がいます。計画から実行まで自身の希望を実現するために主体的に関りました。旅先の思い

出話を良く語ってくれ、「楽しかった」、「もっとお金と時間があれば長く旅行したかった」等と聞かせてくれました。半回りも一

回りも精神的に成長した様子です。この経験は、彼らの情操を涵養し、今後の人生、関わる人々へも様々なプラスの影響を

及ぼすことを確信しております。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 

2004年にNPO法人カリヨン子どもセンター設立しました。子どもシェルター等でケアを受けた後、働いて自立することを希

望する子どもたちのための自立援助ホーム カリヨンとびらの家を 2005年に開設しました。定員は男子6名、職員は 4名、

事務員が 1名、日中ボランティアが 3名です。 
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自分で旅行先を決めて、計画というと初めは尻込みしていましたが、職員からの情報提供、オススメもあり徐々に乗り気に

なってきました。一人旅というと不安になる者も多く、また友人と一緒に、大人と一緒に楽しみたいとの希望でどの「旅行」も

複数での実施となりました。今後も事情が許しましたら、積極的にこのような旅行プロジェクトを実施していきたいと思いま

す。 

７．参考資料：プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等の現物またはコピー、活動状況の写
真などを、“必ず”、別途、ご提供ください。 

 

 


